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しっちょる？やっちょる？健康づくり！
～「ちょび塩」でおいしく運動・活動で元気に！ ～　№ 153

　３月になり、菜の花や桃の花、河津桜など草花の開
花で春を感じることも増えました。近年、この時期に
黄色い小花を咲かせるアカシア属の「ミモザ」は人気
が高く、特に本町で栽培される金葉アカシア「ツトム」
は全国から注目されているのをご存じですか？ミモザ
の花は一見はかなく見える反面、冬の厳しい寒さに耐
えて色鮮やかな花を咲かせる活力から、しなやかな女
性の強さの象徴として、３月８日の「国際女性デー」
を「ミモザの日」とし、男性から女性へ感謝や尊敬の
念を贈る日とされています。
互いの違いを理解しあう
　　厚生労働省では、毎年３月１日から３月８日を「女
性の健康習慣」と定め、女性の健康づくりを呼びかけ
ています。ここでお伝えしたいのは、女性の健康を特
別扱いするのではなく、男性と女性には身体的な性差
があり、平均寿命の長さやかかりやすい病気、症状の
現れ方等に違いがあるということ。そのことを互いに
理解しあい、思いやりを持って共に健康で活躍するこ
とを意識して欲しいと願っています。

注目される「性差医学・医療」
　性差に注目し、治療に活かそうとするのが「性差医学・
医療」です。男性の前立腺がん、女性の子宮がんのよ
うに、男女それぞれに特有の疾患がありますが、共通
する病気であっても、男性に糖尿病や痛風が多く、女
性は脂質異常症や骨粗鬆症、甲状腺の病気が多いといっ
た特徴があります。また、急性心筋梗塞の場合、女性
の死亡率は男性の２倍高く、その原因として症状の出
方の男女差があげられます。男性は「胸が苦しい」「か
きむしられるようだ」など典型的な症状を訴えること
が多いのに対し、女性は「背中やあご・のどに痛みを
感じる」「食欲不振や倦怠感、めまい」など、すぐに病
気とは気づかない非典型的な症状が多く、心筋梗塞と
診断されるまでに時間がかかるとされています。
身体に向き合う
　健診・がん検診の結果で、気になる点があるにも関
わらずそのまま放置していませんか？自己判断で薬を
中断したり、通院をやめたりしていませんか？性差は
もちろん身体には個人差があります。年度のしめくく
りとして、ぜひ自分や家族、大切な人の身体や健康に
向き合ってみませんか。

性差医学・医療をご存じですか？
３月８日は国際女性デー・ミモザの日

問健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504
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